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○亀岡市総合福祉センター条例 
平成17年9月30日 

条例第33号 
改正 平成24年3月30日条例第12号 

亀岡市総合福祉センター条例（昭和57年亀岡市条例第33号）の全部を改正する。 
（目的） 

第1条 この条例は、亀岡市総合福祉センター（以下「総合福祉センター」という。）の設置及び管理

運営に関し必要事項を定めることを目的とする。 
（名称及び位置） 

第2条 総合福祉センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 
名称 亀岡市総合福祉センター 
位置 亀岡市内丸町45番地の1 

（開館時間及び休館日） 
第3条 総合福祉センターの開館時間は、午前9時から午後10時までとする。ただし、市長が必要と認め

るときは、これを変更することができる。 
2 総合福祉センターの休館日は、次の各号に掲げる日とする。ただし、市長が必要と認めるときは、

随時に開館又は休館することができる。 
(1) 火曜日 
(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 
(3) 1月1日から同月3日まで及び12月29日から同月31日まで（前号に掲げる日を除く。） 
（構成） 

第4条 総合福祉センターは、次に掲げる施設をもって構成する。 
(1) 亀岡市コミュニティセンター 
(2) 亀岡市障害者福祉センター 
(3) 亀岡市中央老人福祉センター 
(4) 亀岡市働く女性の家 
(5) 亀岡市勤労青少年ホーム 

（平24条例12・一部改正） 
（業務） 

第5条 総合福祉センターは、市民の連帯感の醸成、障害者、老人、働く女性、勤労青少年の健康の増

進、教養の向上及びレクリエーション又は各種の相談、クラブ活動等市民のふれあいの施設として便

宜を総合的に供与することを業務とする。 
（平24条例12・一部改正） 

（利用者） 
第6条 総合福祉センターを利用することができる者は、市内に居住する者で、次の各号に掲げるもの

とする。 
(1) 地域住民の連帯意識を高め、健康で文化的な近隣社会の建設とその発展のための事業を行う者 
(2) 障害者 
(3) 60歳以上の者 
(4) 勤労女性（市内に勤務先を有する女性を含む。）又は勤労者家庭の女性 
(5) 35歳未満の勤労青少年（市内に勤務先を有する青少年を含む。） 

2 市長は、前項各号に定める者のほか、適当と認める者に総合福祉センターを利用させることができ

る。 
（平24条例12・一部改正） 

（使用の許可） 
第7条 総合福祉センターを使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。

総合福祉センターの使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が許可された事項を変更しよ

うとするときも同様とする。 
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2 市長は、総合福祉センターの管理上必要があるときは、前項の許可に条件を付けることができる。 
（使用の許可の制限） 

第8条 次の各号の一に該当するときは、市長は、使用を許可しないことができる。 
(1) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 
(2) 施設又は附属施設その他器具備品等を毀損し、又は滅失するおそれがあると認めるとき。 
(3) 営利を図る目的で使用するおそれがあると認めるとき。 
(4) 管理上支障があると認めるとき。 
(5) その他市長が適当でないと認めるとき。 

（平24条例12・一部改正） 
（使用許可の取消し等） 

第9条 次の各号の一に該当するときは、市長は、使用の許可を取り消し、又は使用を中止させ、若し

くは制限することができる。 
(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 
(2) 使用の目的を変更したとき。 
(3) 災害その他不可抗力の事由によって施設が使用できなくなったとき。 
(4) その他市長が適当でないと認めるとき。 
（使用料） 

第10条 総合福祉センターの使用料は、別表第1に定める額に100分の105を乗じた額とする。ただし、

1円未満の端数については切り捨てるものとする。 
2 前項の使用料は、前納しなければならない。ただし、市長が特に必要があると認めたときは、この

限りでない。 
（使用料の減免） 

第11条 市長は、特に必要があると認めるときは、使用料を減額し、又は免除することができる。 
（使用料の不還付） 

第12条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、その全部又は

一部を還付することができる。 
（目的外使用） 

第13条 総合福祉センターは、法令その他別に定めがある場合のほか、これを目的外に使用することが

できない。ただし、使用が総合福祉センターの管理上支障がないと認められるもので、特に市長が許

可した場合は、この限りでない。 
（目的外使用料） 

第14条 目的外使用の許可を受けて総合福祉センターの一部を使用する者（以下「目的外使用者」とい

う。）は、目的外使用料を市長が定める期日までに納付しなければならない。 
2 目的外使用料は、別表第2に掲げる額に100分の105を乗じた額とする。ただし、1円未満の端数につ

いては、切り捨てるものとする。 
（目的外使用料の減免） 

第15条 市長は、特に必要があると認めるときは、目的外使用料を減額し、又は免除することができる。 
（特別の設備等） 

第16条 使用者が、総合福祉センターの使用に際し、特別の設備をし、総合福祉センター施設に変更を

加え、又は備付けの設備以外の器具を使用しようとするときは、申請と同時に市長の承認を受けなけ

ればならない。 
（原状回復義務） 

第17条 使用者は、総合福祉センターの使用が終わったとき、使用の許可を取り消されたとき、又は使

用の中止を命ぜられたときは、直ちに設備を原状に回復しなければならない。 
（損害賠償） 

第18条 使用者が故意又は過失により総合福祉センター施設を毀損し、又は滅失したときは、その損害

を賠償しなければならない。 
（平24条例12・一部改正） 
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（運営委員会） 
第19条 総合福祉センターの運営を円滑に行うため、亀岡市総合福祉センター運営委員会（以下「運営

委員会」という。）を置く。 
（組織） 

第20条 運営委員会は、委員15人以内で組織する。 
2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

(1) 学識経験者 
(2) 市及び関係行政機関の職員 
(3) 利用者の代表 
(4) 企業及び団体の代表 

3 運営委員会に専門部会を置くことができる。 
（委員の任期） 

第21条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。 
2 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（指定管理者による管理） 

第22条 市長は、総合福祉センターの設置目的を効果的に達成するために必要があると認めるときは、

地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、総合福祉センターの管理を指定

管理者に行わせることができる。 
2 総合福祉センターの管理を指定管理者に行わせる場合の指定の手続等は、亀岡市公の施設の指定管

理者の指定の手続等に関する条例（平成17年亀岡市条例第4号）の定めるところによる。 
3 総合福祉センターの管理を指定管理者に行わせる場合の管理業務の範囲は、別表第3に定めるとおり

とする。 
4 指定管理者が行う総合福祉センターの管理の基準は、第3条及び第6条から第9条までの規定に定める

ところによる。この場合において、これらの適用については、第3条中「市長が必要と認める」とあ

るのは「指定管理者が市長の承認を得た」と、第6条から第10条までの規定、第12条及び第16条中「市

長」とあるのは「指定管理者」とする。 
（利用料金） 

第23条 総合福祉センターの管理を指定管理者に行わせる場合は、第10条の規定にかかわらず、使用者

は、指定管理者に使用に係る料金（以下「利用料金」という。）を前納しなければならない。この場

合において、第10条から第12条までの規定、別表第1及び別表第3中「使用料」とあるのは「利用料金」

とする。 
2 前項の利用料金の額は、別表第1に定める金額を超えない範囲において、あらかじめ市長の承認を得

て、指定管理者が定める。 
3 指定管理者は、特に必要があると認めるときは、利用料金を減額し、又は免除することができる。 
4 利用料金は、指定管理者の収入とする。 
（委任） 

第24条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 
附 則 

（施行期日） 
1 この条例は、平成18年4月1日から施行する。 
（経過措置） 

2 この条例の施行の際、現に改正前の亀岡市総合福祉センター条例第6条の規定により市長から使用の

許可を受けているものについて、改正後の亀岡市総合福祉センター条例第22条の規定により指定管理

者に管理を行わせる場合は、同条例第7条の規定により指定管理者から使用の許可を受けたものとみ

なす。 
附 則（平成24年条例第12号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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別表第1（第10条関係） 
（平24条例12・一部改正） 

総合福祉センター使用料 
種別＼使用時間区分 午前 午後 夜間 全日 

9時～12時 1時～5時 6時～10時 午前9時～午

後10時 
亀岡市コミ

ュニティセ

ンター 
（1階） 

コミュニティホール 円

2,000
円

3,000
円

4,000
円

9,000

亀岡市障害

者福祉セン

ター 
（1階） 

会議室 400 500 600 1,500

亀岡市中央

老人福祉セ

ンター 
（2階） 

教養娯楽室 400 500 600 1,500
会議室 400 500 600 1,500

亀岡市働く

女性の家 
（3階） 

和室 500 600 700 1,800
会議室 500 600 700 1,800
講習室 1,100 1,300 1,600 4,000
料理実習室 700 800 900 2,400

亀岡市勤労

青少年ホー

ム 
（4階） 

音楽室 600 700 800 2,100
講習室 700 800 1,000 2,500
軽運動室 700 800 1,000 2,500
集会室 400 500 600 1,500

備考 
1 市外居住者が使用するときは、使用料の3割相当額を加算する。 
2 冷暖房設備を使用するときは、次の表に掲げる額を加算する。 

区分 加算額 
冷房 使用料の4割相当額 
暖房 使用料の3割相当額 

3 特別に使用したガス、電気及び水道の使用料は、別に実費を徴収する。 
別表第2（第14条関係） 

（平24条例12・一部改正） 
区分 単位 金額 

団体事務室 1月 39,000円
別表第3（第22条関係） 

指定管理者に行わせる業務の範囲 
1 総合福祉センター各施設の各種事業の実施に関する業務 
2 総合福祉センターの使用に関する付随業務（使用の許可、使用料の徴収、使用の停止及

び使用許可の取消し等） 
3 総合福祉センターの施設及び設備の維持管理（軽微なものに限る。）に関する業務 
4 その他総合福祉センターの管理に関する業務で市長が必要と認める業務 
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○亀岡市総合福祉センター条例施行規則 
平成18年3月20日 

規則第11号 
改正 平成23年10月1日規則第27号 

平成24年3月1日規則第3号 
平成24年3月30日規則第15号 

亀岡市総合福祉センター条例施行規則（昭和58年亀岡市規則第2号）の全部を改正する。 
（趣旨） 

第1条 この規則は、亀岡市総合福祉センター条例（平成17年亀岡市条例第33号。以下「条例」という。）

の施行について必要な事項を定めるものとする。 
（事業） 

第2条 地域住民の連帯意識を高めるため、市民各層を対象として亀岡市コミュニティセンター（以下

「コミュニティセンター」という。）において行う事業は、次のとおりとする。 
(1) 市民の連帯感の醸成及び余暇の活用のための施設の供与に関すること。 
(2) その他市長が必要と認める事業 

第3条 障害者のために亀岡市障害者福祉センター（以下「障害者福祉センター」という。）において

行う事業は、次のとおりとする。 
(1) 生活、健康等の相談及び指導に関すること。 
(2) 教養の向上及びレクリエーションに関すること。 
(3) 機能回復訓練に関すること。 
(4) 職業相談及び就業の援助に関すること。 
(5) その他市長が必要と認める事業 

（平24規則15・一部改正） 
第4条 60歳以上の者のために亀岡市中央老人福祉センター（以下「中央老人福祉センター」という。）

において行う事業は、次のとおりとする。 
(1) 生活、健康等の相談及び指導に関すること。 
(2) 教養の向上及びレクリエーションに関すること。 
(3) 職業相談及び就業の援助に関すること。 
(4) その他市長が必要と認める事業 

（平24規則15・一部改正） 
第5条 勤労女性及び勤労者家庭の女性のために亀岡市働く女性の家（以下「働く女性の家」という。）

において行う事業は、次のとおりとする。 
(1) 職業、家庭及び生活に関する相談並びに指導に関すること。 
(2) 一般教養及び職業家庭、生活技術等の講習会の開催に関すること。 
(3) クラブ活動等の指導、援助に関すること。 
(4) スポーツ、レクリエーション等の指導及び援助並びに余暇の活用のための施設の供与に関するこ

と。 
(5) その他市長が必要と認める事業 

第6条 35歳未満の勤労青少年のために亀岡市勤労青少年ホーム（以下「勤労青少年ホーム」という。）

において行う事業は、次のとおりとする。 
(1) 各種講座、講習会、講演会、座談会等の開催に関すること。 
(2) 各種の相談及び指導に関すること。 
(3) クラブ活動の育成、指導に関すること。 
(4) スポーツ、レクリエーション等の指導及び援助並びに余暇の活用のための施設の供与に関するこ

と。 
(5) その他市長が必要と認める事業 

（平24規則15・一部改正） 
（受付時間） 
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第7条 亀岡市総合福祉センター（以下「総合福祉センター」という。）の受付時間は、午前9時から午

後9時までとする。ただし、日曜日は、午前9時から午後5時までとする。 
（利用グループの登録） 

第8条 条例第6条第1項各号に掲げる者は、利用グループとして登録することができる。 
2 登録を受けようとするグループは、亀岡市総合福祉センター利用グループ登録申請書（別記第1号様

式）を市長に提出しなければならない。 
3 第1項の登録の基準は、市長が別に定める。 
4 市長は、第2項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、利用グループとして登録した

ときは、亀岡市総合福祉センター利用グループ登録証（別記第2号様式）を交付するものとする。 
5 市長は、前項の規定により登録したグループ（以下「登録グループ」という。）について登録簿を

調製し、保管するものとする。 
（平23規則27・追加、平24規則15・一部改正） 

（使用許可の申請） 
第9条 条例第7条第1項の規定により総合福祉センターの使用の許可を受けようとする者は、亀岡市総

合福祉センター使用許可申請書（別記第3号様式。以下「使用許可申請書」という。）を市長に提出

しなければならない。 
2 前項の使用許可申請書の提出期間は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める期間とする。

ただし、登録グループが申請する場合、若しくは市長が必要と認めるときは、この限りでない。 
(1) コミュニティセンター 使用しようとする日（以下「使用日」という。）前3月から3日まで 
(2) 障害者福祉センター、中央老人センター、働く女性の家及び勤労青少年ホーム 使用日前1月か

ら当日まで 
（平23規則27・旧第8条繰下・一部改正、平24規則15・一部改正） 

（使用の許可） 
第10条 市長は、条例第7条第1項に規定する使用の許可（以下「使用許可」という。）をしたときは、

条例第10条第2項ただし書に定める場合のほか、使用料の納付のあった後、亀岡市総合福祉センター

使用許可書（別記第4号様式。以下「許可書」という。）を前条第1項に規定する申請をした者に対し

交付するものとする。 
2 前項の規定により許可書の交付を受けた者（以下「使用者」という。）は、市長から許可書の提示

を求められたときは、これを提示しなければならない。 
（平23規則27・旧第9条繰下・一部改正） 

（使用期間） 
第11条 総合福祉センターの施設は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に掲げる期間を超えて使

用することができない。ただし、市長が必要と認めるときは、この限りでない。 
(1) コミュニティセンター 5日間 
(2) 障害者福祉センター、中央老人センター、働く女性の家及び勤労青少年ホーム 3日間 

（平23規則27・旧第10条繰下、平24規則15・一部改正） 
（使用許可の順位） 

第12条 使用許可の順位は、使用許可申請書を受理した順序による。ただし、市長が公益上特に必要と

認めるときは、この限りでない。 
（平23規則27・旧第11条繰下） 

（使用時間の計算及び延長） 
第13条 使用時間は、本来の使用目的に要する時間のほか、その準備及び後始末に要する時間を含めた

ものとする。 
2 使用者は、許可なく使用時間を延長することはできない。 
3 使用者は、使用時間の延長について許可を受けたときは、当該延長に係る規定の使用料を直ちに納

付しなければならない。 
（平23規則27・旧第12条繰下） 

（使用内容の変更） 
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第14条 使用者は、使用許可を受けた内容を変更しようとするときは、亀岡市総合福祉センター使用許

可内容変更承認申請書（別記第5号様式）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。 
2 市長は、前項の規定による申請があったときは、申請内容の変更について承認の可否を決定し、当

該申請をした者に対し、亀岡市総合福祉センター使用許可内容変更承認可否通知書（別記第6号様式）

を交付するものとする。 
（平23規則27・旧第13条繰下・一部改正） 

（申出による使用許可の取消し） 
第15条 使用者は、自らの都合により使用許可の取消しを受けようとするときは、亀岡市総合福祉セン

ター使用許可取消届・使用料還付申請書（別記第7号様式。以下「取消届・還付申請書」という。）

に許可書を添えて市長に提出しなければならない。 
2 市長は、前項の規定による申請について承認するときは、当該申請をした者に対し、亀岡市総合福

祉センター使用許可取消承認通知書（別記第8号様式）を交付するものとする。 
（平23規則27・旧第14条繰下・一部改正） 

（使用料及び目的外使用料の減免） 
第16条 条例第11条及び条例第15条の規定により使用料及び目的外使用料を減額し、又は免除すること

ができる場合及びその額は次のとおりとする。ただし、入場料その他これに類するものを徴収すると

きは、使用料及び目的外使用料を減額し、又は免除しない。 
(1) 使用料の減免 
ア 本市が使用する場合 免除 
イ 登録グループが使用する場合 3割 
ウ 災害その他の特別の理由により公益のために使用する場合で、市長が特に必要があると認める

とき。 免除 
エ その他公益のため使用する場合で、市長が必要があると認めるとき。 3割 

(2) 目的外使用料の減免 
公益のため特別の理由により使用する場合で、市長が特に必要があると認めるとき。 免除 

2 前項の規定により、使用料及び目的外使用料の減額又は免除を受けようとするときは、亀岡市総合

福祉センター使用料（目的外使用料）減免申請書（別記第9号様式）を使用許可申請書に添付しなけ

ればならない。 
（平23規則27・旧第15条繰下・一部改正） 

（使用料の還付） 
第17条 条例第12条ただし書の規定により使用料を還付する場合及びその額は、次のとおりとする。こ

の場合において、当該各号の規定により計算した額に10円未満の端数が生じたときは、これを切り捨

てる。 
(1) 災害その他不可抗力により使用できない場合 全額 
(2) 公用又は管理上の都合により使用許可を取り消した場合 全額 
(3) 使用許可の取消しを使用の日前7日までにした場合 5割 

2 前項の規定により、使用料の還付を受けようとするときは、取消届・還付申請書に許可書を添付し

て市長に提出しなければならない。 
（平23規則27・旧第16条繰下） 

（遵守事項） 
第18条 使用者は、条例に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 収容人員が使用する施設の定員を超えないこと。ただし、市長が特に許可したものは、この限り

でない。 
(2) 所定の場所以外で喫煙し、又は火気を使用しないこと。 
(3) 許可なく物品等の展示及び販売をしないこと。 
(4) 許可なく印刷物等の掲示及び配布をしないこと。 
(5) 許可を受けた以外の場所及び器具を使用しないこと。 
(6) 使用施設について後始末、原状回復等を行う場合は、市長の指示に従うこと。 
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(7) 入館者に対して次条の規定を守らせること。 
（平23規則27・旧第17条繰下） 

第19条 入館者は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。 
(1) 所定の場所以外で飲食し、又は火気（喫煙を含む。）を使用しないこと。 
(2) 館内を不潔にしないこと。 
(3) 騒音、放歌、暴力等他人に迷惑をかける行為をしないこと。 
(4) 所定の場所以外に出入りしないこと。 
(5) その他市長の指示に従うこと。 

（平23規則27・旧第18条繰下） 
（破損等の届出） 

第20条 使用者及び入館者は、総合福祉センターの施設又は附帯設備等を破損し、又は滅失したときは、

直ちにその旨を市長に届け出て、その指示を受けなければならない。 
（平23規則27・旧第19条繰下） 

（使用終了の届出） 
第21条 使用者は、総合福祉センターの使用を終わったときは、直ちに市長に届け出て、検査を受けな

ければならない。 
（平23規則27・旧第20条繰下） 

（冷暖房の実施期間） 
第22条 冷暖房の実施期間は、次のとおりとする。ただし、必要に応じて、市長はその期間を伸縮し、

又は変更することができる。 
(1) 冷房期間 6月20日から9月20日まで 
(2) 暖房期間 1月1日から3月31日まで及び12月1日から12月31日まで 

（平23規則27・旧第21条繰下、平24規則3・一部改正） 
（運営委員会） 

第23条 亀岡市総合福祉センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）は、次に定める事項を審

議するものとする。 
(1) 総合福祉センターの運営方針に関すること。 
(2) 総合福祉センターの事業、使用及び普及に関すること。 
(3) その他市長が必要と認めること。 

（平23規則27・旧第22条繰下） 
（会長及び副会長） 

第24条 運営委員会に会長及び副会長を置く。 
2 会長及び副会長は、委員の互選による。 
3 会長は、運営委員会を代表し、会務を統轄する。 
4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（平23規則27・旧第23条繰下） 
（専門部会） 

第25条 運営委員会の所掌事項のうち、市長が特に必要と認めた事項について能率的かつ効果的に調査、

審議するため専門部会を設置する。 
2 専門部会は、運営委員会の委員7人以内で組織し、その委員は、会長が運営委員会に諮って指名する。 
3 部会長及び副部会長は、専門部会の委員の互選とする。 

（平23規則27・旧第24条繰下） 
（部会の所掌事項） 

第26条 専門部会の所掌事項は、次のとおりとする。 
(1) 障害者福祉センター、中央老人センター、働く女性の家及び勤労青少年ホームの運営に関する基

本的事項についての調査及び審議 
(2) 障害者福祉センター、中央老人センター、働く女性の家及び勤労青少年ホームの事業計画、実施

内容の検討及び普及に関すること。 
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(3) その他市長が必要と認めること。 
（平23規則27・旧第25条繰下、平24規則15・一部改正） 

（会議の招集） 
第27条 運営委員会は会長が、専門部会は部会長が、これを招集する。 
2 運営委員会及び専門部会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 
3 会長は、必要に応じ専門部会に出席し、指導及び助言を与えることができる。 

（平23規則27・旧第26条繰下、平24規則15・一部改正） 
（事務局） 

第28条 運営委員会及び専門部会の事務局は、亀岡市福祉事務所に置く。 
（平23規則27・旧第27条繰下） 

（指定管理者による管理） 
第29条 総合福祉センターの管理を指定管理者に行わせる場合におけるこの規則の規定の適用につい

ては、第8条、第9条、第10条、第14条、第15条及び第17条から第22条までの規定中「市長」とある

のは「指定管理者」と、第10条、第13条、第16条、第17条及び別記第7号様式から別記第9号様式ま

での様式中「使用料」とあるのは「利用料金」と、第11条、第12条、第16条第1項第1号及び第30条
中「市長が」とあるのは「指定管理者が市長の承認を得て」とする。 

（平23規則27・旧第28条繰下・一部改正） 
（その他） 

第30条 この規則に定めるもののほか、総合福祉センターの管理について必要な事項は、市長が別に定

める。 
（平23規則27・旧第29条繰下） 

附 則 
この規則は、平成18年4月1日から施行する。 

附 則（平成23年規則第27号） 
（施行期日） 

1 この規則は、公布の日から施行する。ただし、第15条第1項を第16条第1項とし、「条例第6条第1項
による各号の区分に応じて使用するとき。 免除」を「登録グループが使用する場合 3割」に改め

る部分は、平成24年4月1日から施行する。 
（経過措置） 

2 この規則の施行前に条例第6条第1項による各号の区分に応じて使用していた者は、第16条第1項第1
号（イ）の改正規定にかかわらず、平成27年3月31日までの使用に限り、使用料の減免額を5割とする。 

附 則（平成24年規則第3号）抄 
（施行期日） 

1 この規則は、平成24年4月1日から施行する。 
附 則（平成24年規則第15号） 

この規則は、公布の日から施行する。 
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別記第1号様式（第8条関係） 
（平23規則27・追加、平24規則15・一部改正） 

第2号様式（第8条関係） 
（平23規則27・追加） 

第3号様式（第9条関係） 
（平23規則27・旧別記第1号様式繰下・一部改正） 

第4号様式（第10条関係） 
（平23規則27・旧第2号様式繰下） 

第5号様式（第14条関係） 
（平23規則27・旧第3号様式繰下・一部改正） 

第6号様式（第14条関係） 
（平23規則27・旧第4号様式繰下） 

第7号様式（第15条、第17条関係） 
（平23規則27・旧第5号様式繰下・一部改正） 

第8号様式（第15条関係） 
（平23規則27・旧第6号様式繰下） 

第9号様式（第16条関係） 
（平23規則27・旧第7号様式繰下・一部改正） 

 















































  

 

 

 

平成２６年度 総合福祉センター登録グループの認定について 
 

 

１ 経過 
 

  平成２５年１１月 １日  登録グループ公募（広報） 

 

平成２５年１１月１０日  募集開始（１１月３０日まで） 

 

平成２５年１２月２０日  登録グループ認定審査会開催（登録グループの決定） 

 

 

         ○登録認定件数        ４３件 

          （内訳） 

・勤労青少年ホーム      ２件 

・働く女性の家       ２０件 

・中央老人福祉センター   ２０件 

・障害者福祉センター     １件 

 

 

２ 登録認定グループ名簿 

         裏面のとおり 

 

 

３ 登録認定グループの取り扱い 

 

（１）年間施設利用調整会議への参画 

認定グループは、総合福祉センターの平成２６年度年間活動場所に係る施 

設の利用調整会議に参画する。 

 

（２）使用料の減免 

認定グループ（継続）に限り、総合福祉センターの使用料は「３割減免」 

となる。 

資料３  



  

平成２６年度亀岡市総合福祉センター登録認定グループ名簿 
   （順不同・敬称略） 

登録区分 番号 グループの名称 代表者氏名 備考 

勤労青少年ホーム 
１ 空手サークル 誠風館 永田 孝次 継続 

２ 吹奏楽クラブ 亀吹 武田 真美 継続 

働く女性の家 

１ ピンポンサークル さくら 谷村 幸子 継続 

２ はじめてのお茶サークル 主原 明美 継続 

３ 健康太極拳サークル 俣野 律子 継続 

４ ピンポンサークル こすもす  中川 美智子 継続 

５ リフレッシュダンス ひまわり 衣川 小恵子 継続 

６ ピンポンサークル おれんじ 加納 由美子 継続 

７ ゴスペルサークル AGUAS!! 高山 弘美 継続 

８ かんたんエアロビクスサークル 人見 敦子 継続 

９ 実用書道サークル 西村 寿美子 継続 

１０ パッチワークサークル 田中 幸代 継続 

１１ 新俳画サークル 笠松 雅子 継続 

１２ ストレッチ体操サークル 岡本 裕子 継続 

１３ くらしの生け花サークル 長野 教子 継続 

１４ 編み物サークル 八木 洋子 継続 

１５ 太極拳サークル 蘇州 中川 美保子 継続 

１６ 洋裁サークル ピンクッション 芦田 かおる 継続 

１７ ゴスペルサークル Join＆Joy 浦上 春美 継続 

１８ フラダンスサークル アロハ 棚橋 明子 継続 

１９ 洋裁サークルⅠ 湊  妙子 継続 

２０ ソーイングサークル ひまわり 小谷 知恵美 新規 

中央老人福祉センター 

１ ピンポンサークル キンビ 石野 淳 継続 

２ ピンポンサークル 金友会 辻浦 孝 継続 

３ パソコンサークル 山口 美智子 継続 

４ 亀岡市高齢者囲碁クラブ 足立 勝 継続 

５ コーラスサークル あさぎり 奥村 恵 継続 

６ お茶を楽しむ会 吉田 和代 継続 

７ パッチワークサークル 法貴 静子 継続 

８ 書をたのしむ会 小野木 俊文 継続 

９ いきいき写真サークル 竹村 辰夫 継続 

１０ カラオケサークルＡ 辰巳 明徳 継続 

１１ カラオケサークルＢ 佐藤 マチ子 継続 

１２ カラオケサークルＣ 斎藤 禎子 継続 

１３ ピンポンサークル 木の実 山田 吉和 継続 

１４ 書道サークル 楽書会 松井 道子 継続 

１５ フラダンスサークル レフア 上田 鉄子 継続 

１６ ピンポンサークル 水仙 田口 良市 継続 

１７ 篆刻サークル 宇野 正子 継続 

１８ ピンポンサークル 月組 田井東 一秀 継続 

１９ 元気で明るいサロン 工藤 邦男 継続 

２０ 亀岡短歌会 石川 満起乃 継続 

障害者福祉センター １ バドミントンサークル ドルフィン 伊崎 正史 継続 
 






